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序
マグダラのマリヤ 
イエスに育てられた 
信仰の軌跡

私は聖書の登場人物の物語が大好きです。
特に、福音書に登場する人たち、すなわ
ちキリストが地上の生活をなさったとき、

このお方に出会って人生を重ね合わせた人たちの物語
です。それは、恩寵、慈悲、赦し、回復、同情、そして矯
正を豊かに伝え、2千年という長きにわたって多くの人
たちの心を動かしてきました。その中でもマグダラのマ
リヤの物語ほど、すっかり変えられた人生と信仰による
堅い絆、そして献身的な愛を伝えるものはないでしょう。 

マグダラのマリヤはイエスに出会いました。彼女の生
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き方は、全身全霊でキリストを愛していこうと決意する
すべての人に、模範となるものです。

この冊子は、聖書講解の教師として著名なアリス・マ
シュー博士の著書「A Woman Jesus Can Teach（イエ
スが教えることのできた女性）」から抜粋して編集した
ものです。マシュー博士は、まるで聖会で語るかのように、
読者に温かく語りかけます。同時に、自らの信仰の歩み
を吟味するようにと、女性のみならず男性に向かっても
語り、その際に見落としてはならない必須の原理原則を
はっきりと述べます。

抽象的な考えを理解するのは難しくても、聖書に登
場する実在の人物の生き方を通して見るなら、聖書が
教える価値観、また神が人の世や人の心に抱いておられ
る懸念を理解するのは可能です。その理解は、私たちに
示唆や指針を与えます。このことから、私はこの冊子を
強くお勧めします。これを読みながら、痛んだ心がイエ
ス・キリストの愛を通して、希望、活力、そして平安を得て
いくことを味わいましょう。

デイリーブレッド

聖書講解講師

ビル・クラウダー
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一章
マグダラのマリヤ 
見るところによってではなく 
信仰によって歩む

女 性は自分について、また自分の人生についてどのよう
に考えているでしょうか。メリー・ベレンキーたち研
究者の「Women’s Ways of Knowing（女性の知識習

得法）」は、重要な研究だと言われています。研究者たちのリサーチ
の結果、女性の「知識を得る」という活動には5種類の方法があるこ
とがわかりました。そのひとつは「受信知識 received knowledge」
と呼ばれるものです。すなわち、誰かから聞いたので知っているとい
う知識です。女性の大多数は、大量の受信知識を持っています。

女性は「知って」います。良い店、良い医者、良い学校、良い教
会…〇〇の賢い使い方や〇〇を安く手に入れる方法…聖書66巻の



[ 6 ]	  マグダラのマリヤ
©2015 デイリーブレッド

名前もすべて知っているかもしれません。女性は、この種の「知る」
という行為に、人生の多くの時間を費やします。

驚くべきことに、多くの女性はこの「知る」という行為を、「他の
誰かから情報を得ること」に限定しています。彼女たちは自分以外
の「信頼できる情報源」に目を向けます。そして、その「師匠」に人
生のあらゆるアドバイスを仰ごうとします。インテリアや小物、服装
やヘアースタイル、家計の節約方法、幼児教育、塾や学校、医療、芸
術やスポーツなど、女性の持っている情報は決して少なくありません。
しかし、彼女たちは与えられた情報こそが「本物」だと思って、それ
を多大に信用します。

ところが、このような人に転機をもたらす事態が起こります。例え
ば、信頼していた「師匠」に裏切られたり、失望したり、ふたりの「
師匠」の意見が正反対で戸惑ったり、という事態に遭遇します。

与えられた情報を吟味せずに受け入れることをやめて、別の「知
り方」や「考え方」を身に着けるようになっていくきっかけは、大抵
の場合、対立や失望、あるいは大失敗などです。 
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二章
もう一度「学校」へ

人はやむを得ない状況に追い込まれないかぎり、自分に
とって心地よいと感じるレベルの学び方に満足しがち
です。一方、学生時代に最も恩恵を受けたのは、考えさ

せられる授業でした。そこには、生徒が教科書や板書を暗記するだ
けでは満足しない教師の存在がありました。

もし、私たちがすでに身につけた学び方に固執して、学び方にお
けるレベルアップを拒むなら、それは自分を大切にしていないこと
になります。とはいえ、変化を強いられる状況が好きな人はまれで
す。私たちは、どちらかと言えば、心地よい静けさの中にそっとして
おいて欲しいと思います。しかし、それは成長への道ではありません。
また、キリストの弟子として生きる道でもないのです。

私たちがクリスチャンとして成長するというのなら（つまり、神を
深く知るようになるというのなら）、私たちは苦しい戦いや失望に
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遭遇することを覚悟しなくてはなりません。心を強くするためには、
厳しい人生経験がつきものです。

イエスに従って生きるとは、人生を、そして自分自身を、今までとは
違った目で見る余地を常に残しながら歩んでいくことです。イエスは
先生の中の先生、師匠の中の師匠です。イエスは、画一的な教育は
なさいません。実際、相手に合わせて教え方を変えておられます。出
来の良い生徒だけを選ぶこともなさいません。む
しろ、他の教師ならば見向きもしなかったであろ
う人たちを、ご自分のクラスに入学させられまし
た。そのような先生の中の先生、師匠の中の師匠
から選ばれた生徒のひとりがマグダラのマリヤで
す。彼女はもしかすると、他のどの女性より長い時間、イエスのそば
にいた人だったかもしれません。

マグダラのマリヤにとって、イエスを信じてイエスに従う歩みは、
絶え間ない学びの連続でした。彼女はイエスとともに旅をしながら、
多くのことを学びました。彼女が福音書に登場する最後の場面の
ひとつを読んでも、そこに見られるのは、もう一度「学校」に戻され、
弟子としてさらに新しいことを学ぶマリヤの姿です。

マグダラのマリヤの名前は、福音書に14回登場しますが、私たち
は彼女についてたった4つのことしか知りません。初めのふたつは
ルカの福音書8章1節から3節に記されています。

その後、イエスは、神の国を説き、その福音を宣べ伝えながら、町や村を
次から次に旅をしておられた。十二弟子もお供をした。 また、悪霊や病気を
直していただいた女たち、すなわち、七つの悪霊を追い出していただいたマ
グダラの女と呼ばれるマリヤ、 ヘロデの執事クーザの妻ヨハンナ、スザンナ、

マグダラのマリヤの名前は、福音書に14回登場 
しますが、私たちは彼女についてたった4つのこ 
としか知りません。 
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そのほか自分の財産をもって彼らに仕えている大ぜいの
女たちもいっしょであった。

マグダラのマリヤについて知らされている第一
番目の事実は、イエスが彼女から七つの悪霊を追
い出されたということです。マルコとルカのふたり
がこの事実を記していますが、ふたりとも、それが

いつ、どこで起こったのかなど、詳細には触れてい
ません。マグダラのマリヤと呼ばれているので、こ
のマリヤがマグダラ出身であったことは分かりま
す。マグダラはカペナウムから5キロほど西の、ガリ
ラヤ湖北西岸にある町です。そこはイエスがガリラ
ヤ伝道をされていた地域ですから、あるときふたり
は出会い、イエスは奇跡を起こして、彼女を悪霊か
ら解放しました。

七つの悪霊から解放される…。それは、どうい
うことだったのでしょう。マリヤがどんな風に、ま
た、どれくらいの期間、悪霊に苦しめられていたの
かは分かりません。しかし、悪霊につかれた人は
みんな、社会から見捨てられていたことは確かです。

聖書は、イエス・キリス
トがマグダラのマリヤよ
り七つの悪霊を追い出
したと語ります（ルカ
8:2）。想像を絶するよ
うな辛い精神状態が、
即座に消えてなくなりま
した。レギオンと名乗る
悪霊から解放された墓
場に住んでいた男が、イ
エスに感謝して「お供
をしたい」としきりに願
ったように、感謝でい
っぱいのマリヤも、イエ
スのそばを離れずにい
たいと願いました（ルカ
8:1-3, 26-39）。

マグダラのマリヤの名前は、福音書に14回登場 
しますが、私たちは彼女についてたった4つのこ 
としか知りません。 
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そういう人は、人間以下の暮らしを余儀なくされました。洞窟に住
んだり、荒野をさまよったり、すさまじく歪んだ形相や獣のように恐
ろしいまなざしで、人々をおびえさせました。この人たちは、神の被
造物でありながら、サタンに破壊されつつありました。七つの悪霊
に苦しめられるというのは、想像を絶する状況です。マリヤにとって
悪霊からの解放は、まさに人生を変える出来事だったはずです。捕
らわれていたたましいが自由になり、こわばっていた身体の節々が
ゆるみ、醜く歪んでいた顔がおだやかになりました。

私たちに分かっているもうひとつのことは、マグダラのマリヤはイ
エスと12弟子たちとともに、ガリラヤ全土のみならず、ユダにまで旅
したということです。仮に、あなたがひどい病気に何年も苦しめられ
ていたとします。そして、ついに優秀な医師の手で病気を治してもら
えたなら、その先生のもとを去りたくはないでしょう。マリヤはイエ
スの従者たち一行から離れず、ともに巡回するようになりました。

私たちは、イエスと十二弟子（日曜学校で名前を暗記した人たち）
は、男性だけのグループで伝道旅行をしたと考えがちです。それに
はいくつかの理由が挙げられます。まず、当時のイスラエルには、信
仰深い男性は人前で女性と口をきいてはいけな
いと教えるラビ（先生）がいました。パリサイ人
は、自分の母親に道で会ったときでさえ、素通り
しました。このように性別分離の徹底した社会で、
男性と女性の信徒がいっしょに先生について歩く
のは、あまりにも世の中の常識に馴染まない行為で、世間からの信
頼を得にくかったでしょう。その上律法は、月経の期間、女性は汚
れると宣言していました。その期間、彼女の触るものは何でも汚さ
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れたものとみなされます。女性はその間、他の人を
汚さないために家の奥に閉じこもっていました。そ
ういうことですから、巡回に女性の同伴を許すとは、
自らが汚れるリスクを負うことです。なぜそんなこ
とができるのかわかりません。

イエスに従う人たちの中に女性がいるというの
は、世間からの批判を受けたのではないかと思い
ます。また、私たちが福音書に登場する「イエスと
その弟子たち」を思い浮かべるとき、それは、ペテロ、
ヤコブ、ヨハネ、アンデレ、ナタナエル、バルトロマ
イ、ユダなどという人たちでしょう。では、イエスに
従った女性たちは、どのようにして世の人たちから
何も言われずに、イエスとともに旅をしたのでしょ
う。福音書の筆者たちは、そのことについて何も語
りません。しかし、取税人と食事をしたとか、安息
日に人を癒したとか、イエスの敵たちがあれこれイ
エスを非難しているにもかかわらず、男女間の問題

については全く触れていません。ですから、イエス
の一行は、世間から後ろ指を指されない方法で男
女いっしょに旅をしていたと考えることができます。

ルカの福音書7章37節の
「罪深い女」と8章2節
の「マグダラの女と呼ば
れるマリヤ」をつなげよ
うとした 人たちがいま
す。このふたりは前後し
て登場しますが、だから
といって同一人物である
とはどこにも記されてい
ません。聖書に明らかな
ことは、マグダラのマリ
ヤは、悪霊に心も身体
もかき乱される苦しみ
から解放されたというこ
とです。また、彼女は自
分の財産でイエスの働
きを支えていたので（ル
カ8:1-3 口語訳、新共同
訳、NIV, NKJ, TEVなどの
英語訳参照）資産家だ
ったという可能性も考え
られます。 

マリヤにとって、それは人生を変える解放だったに 
違いありません。縛られていたたましいは、解放さ 
れて自由になったのです。
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ルカの福音書8章は「そのほか大ぜいの女たちもいっしょだった」
と語りますが、その筆頭に名前が挙がっているのがマグダラのマリ
ヤです。これ以外、彼女の素性については何も分かりません。ある
解説書には、彼女は裕福な家の出なのでイエスを支援することがで
きたと書かれていますが、そうだったかもしれないし、そうでなかっ
たかもしれません。「ジーザスクライスト・スーパースター」というミ
ュージカルをご覧になった方があるかもしれません。そこにマグダラ
のマリヤは、「地球上で最古の職業」（すなわち売春）を生業とする
女性として登場します。しかし、聖書を読むかぎり、そのような背景
があったと認めることはできません。

マグダラのマリヤに関する作り話は、6世紀にローマ法王だったグ
レゴリウス一世が、マグダラのマリヤとイエスの足に高価な香油をぬ
った女性を結び付けたことに始まります。それ以来、1400年以上に
わたって、さまざまな芸術家がマグダラのマリヤを官能的な売春婦
として描いてきました。教会さえもが、売春させられている女性を保
護する施設にマグダラの家などと名づけたりしました。マグダラのマ
リヤは売春婦ではありません。また、悪霊につかれたなら必ず性的
に堕落するという証拠を、聖書から見つけることもできません。

第一および第二番目の明らかな事実は、1）イエスはマリヤから
七つの悪霊を追い出した、2）イエスに付き従った大ぜいの人たちの
中で、マグダラのマリヤは常にイエスとともにいて、最後までイエス
に付き従ったという2点です。
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三章
悲惨と孤独

聖書がマリヤについて述べる第三番目は、今ではグッ
ド・フライデー（聖なる金曜日）と呼ばれる、あの忌
まわしい金曜日のことです。マリヤは、弟子たちが

逃げてしまった後もずっと十字架のもとにいました。マルコの福音
書には、「また、遠くのほうから見ていた女たちもいた。その中に
マグダラのマリヤと、小ヤコブとヨセの母マリヤと、またサロメもい
た」と振り返ります（マルコ15:40-41）。

苦しみ抜いた後、イエスは死なれました。アリマタヤのヨセフは
十字架からイエスの遺体を引き取り、ニコデモの協力も得て、イエ
スを埋葬しました（ヨハ19:38-39）。

マタイはそのときの様子を、「ヨセフはそれを取り降ろして、き
れいな亜麻布に包み、岩を掘って造った自分の新しい墓に納めた。
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墓の入口には大きな石をころがしかけて帰った。
そこにはマグダラのマリヤとほかのマリヤとが
墓のほうを向いてすわっていた」と記しています

（マタイ27:59-61）。
福音書の筆者たちは4人とも、マリヤたちの

ことを忘れずきちんと記しました。イエスが十字架にかけられて
いたあの恐ろしい時間、彼女たちはそこを離れなかっただけでな

く、主イエスがどこに葬られるか見届けました。安息日が終わった
なら、主の身体に香油をぬってさしあげようと考えていたからです。
そこには、イエスに全身全霊をささげ、つらい悲しみの中でも、そ
の献身の揺るがない女性たちがいました。

そんな女性たちですから、日曜日、東の空が白むころに、イエス
の墓に急いでやって来たとしても、不思議ではありません。マリヤ
をはじめとする女性たちは、当時のユダヤ社会で自分たちが果た
すべき当然の役割、すなわち、亡くなった人の亡きがらを作法に
則って埋葬するために来ました。ところが道中、「墓の入り口のあ
の石をころがしてくれる人が、だれかいるでしょうか」と心配にな
りました。アリマタヤのヨセフとニコデモが急いでイエスの亡きが
らを墓の中に横たえ、重い円盤状の大石を転がして墓の入り口を
ふさいだのを見たからです。その上、その石戸はローマ政府によっ
て封印されていました。ローマの封印が解かれることはありません。
それでも、女性たちはイエスのために正しいことをしなければと
心に決めていました。彼女たちは、イエスがガリラヤを巡回し、ユ
ダヤとガリラヤを往復した3年間、その旅と生活の費用をまかない
ました。イエスの食事や健康管理は、自分たちの責任だと考えて

そこには、イエスに全身全霊をささげ、これほどつらい 
悲しみの中にあっても、その献身の揺るがない 
女性たちがいました。
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いました。ですから、イエスの埋葬とて、いいかげ
んなままで終わらすわけにはいきません。大きな
石とローマの封印という難題があることは承知の
上で、安息日が終わるやいなや、最初に行動を起
こしました。

そこには、イエスに全身全霊をささげ、これほどつらい 
悲しみの中にあっても、その献身の揺るがない 
女性たちがいました。

数年前、欧 米でベスト
セラーになった「ダビン
チ・コード」は、ダン・ブ
ラウン作のフィクション
です。この中では、イエ
スとマグダラのマリヤは
結婚し、子どもが生まれ
ました。多くの人は、こ
れが実話だと勘違いし
ましたが、聖書の示す歴
史はどうでしょう。主イ
エスとマリヤは道徳的
で純粋な間柄で、ともに
神の働きに携わってい
ました。マリヤはイエス
の十字架の証人であり、
イエスの復活の証人です
（マタイ27:54-56、ヨハ
ネ20:11-18）。
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四章
高揚と賞賛

墓に着いたとき、女性たちが見たものは何だったでし
ょう。マルコの福音書は、「あれほど大きな石だっ
たのに、その石がすでにころがしてあった」と語り

ます（マルコ16:4）。この瞬間、「弟子」であるマリヤの訓練は次の
段階に進みます。彼女はその朝、ある考えを持って家を出ましたが、
それは完全にくつがえりました。ヨハネの福音書は、そのときの様
子を次のように記します。

「 さて、週の初めの日に、マグダラのマリヤは、朝早くまだ暗いうちに墓
に来た。そして、墓から石が取りのけてあるのを見た。 それで、走って、シ
モン・ペテロと、イエスが愛された、もうひとりの弟子とのところに来て、言っ
た。「だれかが墓から主を取って行きました。主をどこに置いたのか、私た
ちにはわかりません。」そこでペテロともうひとりの弟子は外に出て来て、
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墓のほうへ行った。ふたりはいっしょに走ったが、もうひとりの弟子がペテ
ロよりも速かったので、先に墓に着いた。そして、からだをかがめてのぞき
込み、亜麻布が置いてあるのを見たが、中に入らなかった。シモン・ペテロ
も彼に続いて来て、墓に入り、亜麻布が置いてあって、イ
エスの頭に巻かれていた布切れは、亜麻布といっしょ
にはなく、離れた所に巻かれたままになっているのを
見た。そのとき、先に墓に着いたもうひとりの弟子も入
って来た。そして、見て、信じた。彼らは、イエスが死人
の中からよみがえらなければならないという聖書を、
まだ理解していなかったのである。それで、弟子たちはまた自分のところに
帰って行った。しかし、マリヤは外で墓のところにたたずんで泣いていた。そ
して、泣きながら、からだをかがめて墓の中をのぞき込んだ。すると、ふたり
の御使いが、イエスのからだが置かれていた場所に、ひとりは頭のところに、
ひとりは足のところに、白い衣をまとってすわっているのが見えた。」（ヨハ
ネ20:1-12）

マリヤは石がころがされて戸口が開いているのを見て、イエスの
亡きがらがどこかに持っていかれたのだと思いました。イエスが生
きていると考えることはできません。彼女はイエスが死んでその遺
体が墓に納められるのをその目で見たのです。

彼女はペテロとヨハネに事の次第を伝えに行って、ふたりととも
に戻ってきました。そして墓の外にたたずんで泣いていました。その
数週間前から、彼女は激動の日々を過ごしたからです。マリヤは、イ
エスとともに歩んだガリラヤからイスラエルまで、100キロ以上にわ
たる最後の旅のことを思い出していたのでしょうか。さまざまな思
いが交錯する中、ご自分の死を予言されたイエスを思い出したかも

マリヤは石がころがされて戸口が開いているのを見て、 
イエスの亡きがらはどこかに持っていかれたのだと思い 
ました。イエスが生きていると考えることはできません。 
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しれません。しかし、しゅろの日曜日の感激がその
ことをもかき消したことでしょう。あの日イエスは、
勝利の王としてエルサレムに入城され、人々はしゅ
ろの木の枝を取って、出迎えのために出て来ました。

そして、「ホサナ。祝福あれ。主の御名によって来ら
れる方に。イスラエルの王に」と大声で叫んだので
す（ヨハネ12:13）。彼女は婦人の庭に立って、イエ
スが神殿に入り、両替人の台を倒すのを見ました（
マタイ21:12、マルコ11:15、ヨハネ2:15）。貧しい巡礼
者たちは、聖なる都で過ぎ越しの祭りを過ごそう
と、なけなしの金をはたいてやって来ました。そん
な人たちに法外な値をふっかけて商売する悪い人
たちを、イエスが宮から追い出すのを見て誇らしく
思いました。それからイエスは宮に入って教えられ
ました。それが宮で教えられた最後でしたが、祭
司長やパリサイ人たちがイエスに詰め寄るのを見
て、彼女は息を呑んだことでしょう。

イエスがベタニヤで重い皮膚病の人シモンの家
におられたとき、ひとりの女性がイエスに香油を
注ぎました。マリヤはここにいたのかもしれませ

マリヤは石がころがされて戸口が開いているのを見て、 
イエスの亡きがらはどこかに持っていかれたのだと思い 
ました。イエスが生きていると考えることはできません。 

イエスは12人の男たち
を弟子にされました。し
かし、十字架のもとに
いたと聖書に記録され
ている弟子はヨハネだ
けです。対照的に女性
たち最低3人は、十字架
のもとにいました。その
ひとりはマグダラのマリ
ヤです。
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ん。もしそうなら、ご自分の死を語られるイエスのおことばを、ここ
でも聞いたことでしょう。彼女はイエスの裁判を見ていた可能性も
あります。また聖書は、十字架を負ってゴルゴダに行かれるイエス
のあとを嘆き悲しむ女たちがついていったと記していますから（ル
カ23:27）、彼女はここにいたと思われます。そして、ローマの兵士
たちがイエスを十字架につけ、その御手や御足に釘を打ちつけたと
き、彼女はそばにいました（ヨハネ19:23-25）。兵
士のうちのひとりが、イエスのわき腹を槍で突き
刺し、血と水が流れ出たとき、彼女はそこにいま
した（ヨハネ19:34）。全地が暗くなり、地が揺れ
動き岩が裂け、墓が開いたとき（ルカ23:44、マタ
イ27:51-52）、彼女はそこにいました。マリヤは他の女たちと十字架
のイエスを見つめていました。七つの悪霊から自分を救ってくださっ
たのに、イエスがご自身を救うことはできないかのようでした。マリ
ヤはイエスが死んでいくのを見たのです。

激動の一週間でした。「ホザナ！」と叫んでいた人たちが、数日
後に「十字架につけろ！」とわめく姿が目に浮かび、マリヤは胸をえ

ぐられる思いでした。数日来の感情の激しい起伏に疲れ果て、彼女
は墓の前に立ちすくんでいました。そして、イエスは殺されただけ
でなく、死んでもなお痛めつけられるのかという思いで打ちのめさ
れそうでした。イエスの亡きがらは持ち去られてしまった…。これ
こそ最後の一撃でした。マリヤの絞り出すようなすすり泣きは、彼
女の希望が粉々に砕かれたことを物語っていました。彼女は墓の
外で泣きました。泣きながら、からだをかがめて墓の中をのぞき
込みました。すると、ふたりの御使いが、イエスのからだが置かれ

激動の一週間でした。マリヤの絞り出すような 
すすり泣きは、彼女の希望が粉々に 
打ち砕かれたことを物語っていました。
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ていた頭と足のところに、白い衣をまとってすわっ
ているのが見えました。聖書は語ります。「彼らは
彼女に言った。『なぜ泣いているのですか。』彼
女は言った。『だれかが私の主を取って行きまし
た。どこに置いたのか、私にはわからないのです』
」（ヨハネ20:13-14）。

その日の早朝、マリヤは、他の女たちといっし
ょに墓に来て石が除かれているのを発見しまし
た（ヨハネ20:1-2）。女たちが中に入り、イエスの
からだがないことを知って途方にくれていると、
まばゆいばかりの衣を着たふたりの御使いが近
くに来ました。恐ろしくなって地面に顔を伏せる
と、ふたりはこう言いました。「あなたがたは、な
ぜ生きている方を死人の中で捜すのですか。ここ
にはおられません。よみがえられたのです。まだ
ガリラヤにおられたころ、お話しになったことを
思い出しなさい。人の子は必ず罪人らの手に引
き渡され、十字架につけられ、三日目によみがえ
らなければならない、と言われたでしょう」（ル
カ24:5-7）。

激動の一週間でした。マリヤの絞り出すような 
すすり泣きは、彼女の希望が粉々に 
打ち砕かれたことを物語っていました。

「ホサナ」という言葉は
誉れと賛美を表すとき
に使われましたが、その
中心にあるものは、救
いを求める叫びです。
単語の文字通りの意味
は「救う」と「助け」で
した。
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しかし、マリヤは泣いていたので、この希望のことばを聞き逃して
しまったのかもしれません。ふたりに背を向け振り返ると、ひとりの
男性が立っていました。その人は、御使いとまったく同じことを尋ね
ました。「なぜ泣いているのですか。だれを捜しているのですか」（
ヨハネ20:15）。聖書は次のように語ります。

イエスは彼女に言われた。「なぜ泣いているのですか。だれを捜している
のですか。」彼女は、それを園の管理人だと思って言った。「あなたが、あの
方を運んだのでしたら、どこに置いたのか言ってください。そうすれば私が
引き取ります。」イエスは彼女に言われた。「マリヤ。」彼女は振り向いて、ヘ
ブル語で、「ラボニ（すなわち、先生）。」とイエスに言った。イエスは彼女に
言われた。「わたしにすがりついていてはいけません。
わたしはまだ父のもとに上っていないからです。わたし
の兄弟たちのところに行って、彼らに『わたしは、わたし
の父またあなたがたの父、わたしの神またあなたがた
の神のもとに上る。』と告げなさい。」マグダラのマリ
ヤは、行って、「私は主にお目にかかりました。」と言い、また、主が彼女にこ
れらのことを話されたと弟子たちに告げた。（ヨハネ20:15-18）

悲嘆に暮れるマリヤを高揚感で満たし、証人になろうと奮い立
たせたものは何でしょう。それは自分の名を呼ぶ、聞きなれたイエ
スの御声です。それだけで十分でした。

良い羊飼いであるお方は、この泣いている羊に向かって「マリヤ」
と、その名を呼ばれました。マリヤはそれが自分の羊飼いの声だと
気付いたのです。その途端、何もかもおしまいと思えた状況が一変
しました。

死んだお方がよみがえられました。七つの悪霊から自分を救っ

悲嘆に暮れるマリヤを高揚感で満たし、証人になろうと 
奮い立たせたものは何でしょう。それは自分の名を呼ぶ、 
聞きなれたイエスの御声です。それだけで十分でした。 
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てくださったお方が、再びともにおられます。彼女
は感激のあまり、イエスにすがりつこうとしました。
そんなマリヤをやさしくたしなめて、イエスは「私
の兄弟たちのところに行って伝えなさい」と彼女に
するべきことを告げられました。瞬時に、深い悲し
みの淵は歓喜の絶頂に変わりました。「先生」が
生きておられます。「弟子」であるマリヤにはすべ
きことがあるのです。

マグダラのマリヤについて、第四番目に明らかな
ことは、彼女がイエスによって派遣され、主イエス

の復活を伝える最初の証人になったという点です。
イエスは、弟子たちに福音を伝えるという任務をマ
リヤに与えられました。彼女は「使徒たちへの使徒」

（聖アウグスティヌスの言葉）になりました。
マリヤの目は過去だけを見つめていました。死

んだイエスのからだに釘づけになっていました。生
きておられるイエスだけが、マリヤの視点を過去
から未来に移すことができたのです。マリヤの未
来は、イエスの復活を行って伝えることでした。

悲嘆に暮れるマリヤを高揚感で満たし、証人になろうと 
奮い立たせたものは何でしょう。それは自分の名を呼ぶ、 
聞きなれたイエスの御声です。それだけで十分でした。 
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第五章
今、置かれた場所で

イエスの弟子の中で、物事の捉え方を変えなければなら
なかったのはマグダラのマリヤだけではありません。ヨ
ハネはもうひとりの弟子の物語を詳しく語ります。

「十二弟子のひとりで、デドモと呼ばれるトマスは、イエスが来られたとき
に、彼らといっしょにいなかった。それで、ほかの弟子たちが彼に「私たち
は主を見た」と言った。しかし、トマスは彼らに『私は、その手に釘の跡を見、
私の指を釘のところに差し入れ、また私の手をそのわきに差し入れてみな
ければ、決して信じません』と言った。八日後に、弟子たちはまた室内にお
り、トマスも彼らといっしょにいた。戸が閉じられていたが、イエスが来て、
彼らの中に立って『平安があなたがたにあるように』と言われた。それから
トマスに言われた。『あなたの指をここにつけて、わたしの手を見なさい。
手を伸ばして、わたしのわきに差し入れなさい。信じない者にならないで、信
じる者になりなさい。』トマスは答えてイエスに言った。『私の主。私の神。』 
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イエスは彼に言われた。『あなたはわたしを見たから信じたのですか。見ず
に信じる者は幸いです。』」（ヨハネ20:24-29）

イエスはマリヤとトマスに特別に現れてくださいました。マリヤに
は園で、トマスには鍵のかかった階上の部屋で。ふたりともイエス
は死んだと思っていました。彼らの心は「過去のイエス」から離れら
れません。そうではないと確信するには、主が身をもって現れてくだ
さらなければなりませんでした。

このように、目で見たり、手で触れたりできるものに頼りがちだっ
た彼らは、信仰によって礼拝したり、愛したりする
ことを学ばなくてはなりませんでした。イエスが、
目に見え、手で触れられる肉体をもってそばにい
てくださるということに、もう執着することはでき
ません。救い主であるお方と、別の形でつながる
方法を学ばなくてはならなかったのです。

イエスがマリヤの名を呼ばれたとき、彼女はそれが主の声だと分
かりました。そのようなマリヤにイエスは任務を託されます。「行って
語りなさい。」トマスは他の弟子たちの証言を信じようとしませんで
した。イエスはそんなトマスをやさしく叱られました。「あなたはわた
しを見たから信じたのですか。見ずに信じる者は幸いです」（ヨハネ
20:29）。

私の両親は、教会のどんな集会にも子どもたちを連れて出席しま
した。私たちが集っていた教会は、福音伝道に非常に熱心な教会で
した。どんな集会でも、その終わりに、まだ信じていない人に決心を
促すアピールがありました。

教会は毎夏、予算を組んで数人の大衆伝道者を招待し、六週間
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の伝道集会を催して伝道メッセージを語ってもら
いました。私たちの家族は、毎晩それらの集会に
出席しました。そのような環境の中で、私が8歳で
伝道集会のアピールに応答し、信仰の決心をした
のもごく自然なことでした。私は前に進み出て、私
の心に入ってくださいとイエスに祈りました。

しかし、素晴らしい平安の源であるはずのこの
ことが、私にとっては、ひどい苦しみの源になりま

した。それから10年間、私は惨めでした。神は、私
の祈りなど聞いておられない、私を神の家族に迎
えてくださらなかったのだ…私はそう信じて疑いま
せんでした。

メッセンジャーが誰だったとしても、教会の伝道
メッセージを聞く限り、本当に救われているならば
私は罪から清められていて、そのように感じるはず

でした。私はそう理解していました。私には牧師や
大衆伝道師が語るような、ドラマチックな救いの
体験がありませんでした。こうして、自分はまだ救
われていないと考えるようになりました。

子どもからティーンエイジャーになるまで、私は

トマスは疑った人として
良く知られています。し
かし、ヨハネ11章16節
の記述によると、イエス
が十字架にかかる前夜、
主といっしょに死のうと
弟子たちに勇敢に呼び
かけた人物です。

このように、目で見たり、手で触れたりできるものに 
頼りがちだった彼らは、信仰によって礼拝したり、 
愛したりすることを学ばなくてはなりませんでした。 
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苦しみの中祈りつづけました。神に赦され、神の子どもとされた、と
はっきり分かる体験を自分もしたいと思いました。救いの体験は人
によってさまざまだ、ということをまだ知らなかったのです。

マグダラのマリヤが園でイエスに出会ったように、またトマスが鍵
のかかった部屋でイエスに諭されたように、救い主と出会う人がい
ます。一方で、イエスがトマスに言われたように、ドラマチックな体
験は何もなかったけれど信じて祝福される人もいます。私がこのこ
とをおぼろげながらも理解できるようになったのは、大学生になって
からでした。牧師と結婚し、宣教師となって働くようになると、その
ことはなお一層よく見えるようになりました。神は一人ひとりをそれ
ぞれに取り扱われます。ご自分の羊をそれぞれの名前で呼ばれます。
私たちが神といっしょに人生を歩むとき、そこに何が必要なのか、ど
こが変わらなければならないのか、神は一人ひとりをよくご存じです。

弟子になるとはそういうことです。前に進んでいけるという具体
的な手ごたえがあってもなくても、信じることを
学ぶ、つまり、信頼を学ぶことです。神の私たちに
対する御業は、劇的な体験を伴うかもしれないし、
気づかないほど静かなものかもしれません。どち
らにせよ、慈愛に満ちあふれた王である神が、私
たちに最善を計らってくださる…私たちはそう神
を信頼することを学んでいかなければなりません。

神はあなたの人生にどのように関わり、どのように働きかけられ
ましたか。神について学んだことが、あなたをどのように変革しまし
たか。神はどのようなお方でしょうか。あなたの内にどのように働か
れ、また、あなたを通してどのように働かれていますか。こういったこ

イエスは先生の中の先生、師匠の中の師匠です。私たち一人ひ 
とりに、それぞれが学ぶべきことを、それぞれにふさわしい方法 
で学ばせてくださいます。同じ人生を経験する人は誰もいません。 
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とをあなたはどれくらい理解していますか。また、そ
の理解は深まりつつありますか。これらの質問に対
するあなたの答えが、弟子としてのあなたの姿を映
します。

今から2千年前のイスラエルで、女性も男性と同
じように世の救い主の弟子でした。彼女たちはイエ
スにつき従い、イエスの教えに耳を傾け、イエスか
ら学び、イエスに仕えました。 

今、イエスは人間の肉体をもってこの世界に住
んではおられません。あの時代のように、イエスを
目で見、手で触れることはできません。あの人たち
のように、イエスに助けていただくことはできませ
ん。私たちは、「見えるところによってではなく、信
仰によって歩む」（Ⅱコリント5:７）ことを求められて
きました。それでも、私たちがイエスの弟子である

ことは、当時の弟子たちと同じようにリアルな現実
です。私たちには信仰の歩みを導く聖書があります。
支え合い、間違いを正し合えるクリスチャンの交わ
りがあります。

私たちは小学校では算数を学びましたが、中学

トマスは疑う人だとよく
聞かされますが、私た
ちの中で死者の復活を
疑わない人があるでし

ょうか。興味深いことに、
イエスは怒ってはおら
れませんでした。トマス
が後世に残した遺産は、
疑いではなく偉大な信
仰です。トマスは使徒と
して東洋で伝道したと
伝えられています。

イエスは先生の中の先生、師匠の中の師匠です。私たち一人ひ 
とりに、それぞれが学ぶべきことを、それぞれにふさわしい方法 
で学ばせてくださいます。同じ人生を経験する人は誰もいません。 
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になると数学にステップアップしました。まず足し算を学び、次に引
き算、それから九九を学んで分数、そして百分率を学びました。それ
から方程式を学んで、定理や証明を学びました。こうやって前進して
きたので、今では家計簿をつけられますし、銀行で働く人や宇宙物
理学者になる人もいます。この種の学びはすべて良い目的のためで
す。

イエスは先生の中の先生、師匠の中の師匠です。私たち一人ひと
りに、それぞれが学ぶべきことを、それぞれにふさわしい方法で学ば
せてくださいます。同じ人生を経験する人は誰もいません。今あなた
の置かれた場所に導かれたのは、イエスご自身です。イエスはその場
であなたに働き、あなたを取り扱われますが、その目的はいつも同じ
です。イエスの目的は、「神を知らない」から「神を知っている」、そし
て「娘（または息子）として、神と深く関わっている」というように、あ
なたを前進させることです。信仰の無い人から信仰のある人へ、そし
て、信仰があるだけではなく、生きて働かれる神を信頼してゆるがな
い人にステップアップさせようと、私たちに働かれます。つらいときは、
神が私を取り扱っておられると考えるべきです。自分に対する新しい
見方や、人生の目的に対する新しい見解を持てるようになるためです。
神は、困難な状況をそのように捉えなさいと教えておられます。

私たちは日々、神のもとで学ぶ人として人生を歩みます。このよう
にして、何が良くて何が悪いのか、その区別がつくようになります。私
たちは成熟を目指して歩みつづけます。
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質問 
個人的な黙想、 
またはグループで学ぶために

1. マグダラのマリヤはイエスと会いましたが、自分の名を呼ば
れて初めて、それがイエスだと気づきました。今日ではどのよう
にして、生きておられるイエスに気づくことができるでしょうか。

2．「見えるところによってではなく、信仰によって歩む」とは、
あなたにとってどういう意味でしょう。
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3．先生の中の先生、師匠の中の師匠であるイエスのもとで学ぶ
あなたがますますイエスに従っていけるよう、イエスはどのよう
な状況や経験を通して、教え励ましてくださいましたか。

4．21世紀を生きるイエスの弟子として、あなたにとってゴールは
何だと思いますか。どんな目標を掲げて歩みたいですか。


